
新型コロナウイルス感染症の５類移行後の受診状況と対応について

５月８日から新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが５類感染症に変更されたこ

とから、大野市休日急患診療所においても外来対応医療機関として、新型コロナウイルス感染症

患者の診察を行っている。別紙「発熱及び風邪症状がある患者への対応マニュアル改訂版」のと

おり。

１）利用者数の推移

ⅰ）診療日別

ⅱ）診療科別

５類移行後、コロナ患者数の推移とリンクして、大野市休日急患診療所の利用者数も増加して

いる。特に内科においてはコロナ禍前の利用者数よりも増加している。

H３０ H３１ R２ R３ R４ R５

６月 51 49 21 35 26 33

７月 46 52 21 48 32 39

８月 30 56 54 28 30 55
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利用者数（土曜日）

H３０ H３１ R２ R３ R４ R５

６月 150 180 62 136 84 98

７月 264 195 177 228 151 246

８月 259 257 185 183 154 257
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利用者数（日曜日）

H３０ H３１ R２ R３ R４ R５

６月 63 79 27 40 27 47

７月 113 75 63 73 49 125

８月 107 127 83 78 53 170
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内科受診者の推移

H３０ H３１ R２ R３ R４ R５

６月 64 92 19 71 28 45

７月 102 93 65 104 50 92

８月 86 89 57 70 43 70
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小児科利用者の推移

H３０ H３１ R２ R３ R４ R５

６月 74 58 37 60 55 39

７月 95 79 70 99 84 68

８月 96 97 99 63 88 72
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外科利用者の推移

資料６



２）新型コロナウイルス感染症検査数及び陽性者数

発熱及び風邪症状がある方には、医師の判断により検査を実施している。内科に関しては、コ

ロナ陽性者と接触がある場合は全員に実施し、接触がない場合も発熱やコロナに類似する症状が

ある場合は実施している。小児科に関しては、検査をせず対症療法の対応が多いが、陽性者と接

触がある場合は全員に検査を実施している。

３）発熱患者及び新型コロナウイルス感染症陽性者への対応

陽性者に対しては県が作成したリーフレットを参照しながら、自宅待機期間などの説明を医師

が行っている。また、当診療所はコロナ治療薬を採用していないため、薬を希望する高齢者や基

礎疾患を有する陽性者には、かかりつけ医への再診を説明している。

同伴してきた家族など接触者に対しては、家庭内感染防止や症状が出た時の受診説明をしてい

る。

４）電話による問い合わせ・相談

２類時と同様、受診前の電話相談が多い。コロナ陽性者との接触の有無や検査希望の理由な

どを確認しながら、受け入れを行っている。症状が出たばかりの方には、正確な診断のために、

翌日以降のかかりつけ医への受診にいついて説明をしている。すでに陽性と診断されている方

に対しては、対症療法の投薬に応じるが、症状が悪化している方に対しては、受診相談センタ

ーや二次救急施設への受診を説明している。

５）感染防止対策

新型コロナウイルス感染症陽性者と接触があった利用者には原則自車内で待機してもらい、診

療所内への出入りを行わないこととしている。診察の結果、陽性となった場合には、検査後、自

車に戻っていただき、診察室内の換気及び消毒を行っている。医師看護師についても、発熱者等

の診察及び検査には個人防護を行うこととしており、院内での感染防止を図っている。

内科 小児科 内科 小児科

検査者数 陽性者数

5月 17 1 6 1

6月 13 8 6 3

7月 65 9 48 2

8月 115 14 72 2
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新型コロナウイルス感染症検査数及び陽性者数



発熱及び風邪症状がある患者への対応マニュアル改訂版 ver.１６ 2023.7.25改訂

診察終了後の消毒：患者の高頻度接触面や医療器具は消毒薬で清拭

換気：常時 2方向の窓を開放。消毒薬で清拭。換気は 2方向窓を開け 10分程度。
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令和 5年 5月 8日新型コロナウイルス感染症が感染症法上 2類相当から 5類へ移行するにあたり、大野市休日急患診療所は診療・検査医療機関(外来対応医療
機関)として県に申請し、指定医療機関として運用を開始する。

事前電話での問診は原則廃止

すべての患者は一般診療玄関か

ら入り受付をする

ただし、事前に電話をかけてく

る場合は、コロナ陽性者との接

触の有無を確認する

新型コロナ感染症のリスクがある

自車内に戻り待機

診察順番になったら、医師の判断

で検査の必要性を判断する

新型コロナ感染症のリスクがない

そのまま、診察順番が来るまでス

クリーン内で待機し、順番になっ

たら各科診察室へ誘導する

ただし、医師の判断で感染症専用

棟での待機・診察も可能とする
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発熱者及び風邪症状がある患者の診察及び検査時は

フェイスシールド・サージカルマスク・手袋・長袖ガウン

キャップなど、個人防護を整える。

発熱及び風邪症状

がある場合

一般待合室でスク

リーンで囲まれた

待機場所にて、問

診票を記入し、そ

のまま待機

コロナ陽性者と接

触がある場合は自

車内にての電話問

診とする

また、医師の判断

で感染症専用棟で

の待機及び問診票

記入も可能とする

発熱及び風邪症状

がない場合

内科・小児科

スクリーンで囲ま

れた以外の場所で

問診票を記入し、

順番が来るまで待

機

外科

外科診察室前の外

科待合室で問診票

を記入し、順番が

来るまで待機

検査対象外

または

新型コロナ感染症検査

陰性

新型コロナ感染症検査

陽性

重症

医師の判断による発熱治療及び

風邪症状に対する対症療法

服薬指導は薬局窓口・支払いは診療所受付

感染症専用棟を使用した場合は、自車内にて待機

服薬指導・支払いも自車内

医師の判断により

① コロナ陽性者と接触がある

場合は自車内での検査・診察

② 各科診察室にて検査・診察

③ 感染症専用棟での検査・診察

軽症

二次病院へ紹介

検査後自車内にて待機

服薬指導・支払いも自車内

各科診察室にて

一般診療


